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部門 新築 建物種別 住宅（共同住宅）

建物名称 パッシブタウン第５期街区 所在地 富山県黒部市

用途 共同住宅 延床面積 9,435 ㎡

設計者
Hermann Kaufmann + Partner ZT GmbH、
株式会社竹中工務店

施工者 株式会社竹中工務店

事業期間

概評

これまで住宅に導入されたことのないP to G設備により余剰電力を水素に変え、季節をまたいだエネ
ルギーの有効利用は、年間を通してエネルギー自給という観点でも将来的な課題解決の取り組みとし
て先導的と評価した。現時点では、本技術が広く普及することは厳しいが、得られた知見を論文等で
広く公表し、新しいエネルギーマネジメントのあり方が広がっていくことを期待する。

参考図

パッシブタウン第５期街区 ＹＫＫ不動産株式会社

提案
概要

富山県黒部市において、パッシブタウン開発の最終街区として共同住宅を新築するプロジェクト。外皮
の高断熱・高気密化等に冷暖房用エネルギーの削減を前提とし、オンサイト型太陽光発電によるグ
リーン水素製造・貯蔵＋燃料電池を実装し、季節間の熱と電力融通による電力自給率95％以上を目
指す。

事業
概要

2023年度～2024年度

Ｃ棟Ａ、Ｂ棟
屋根面太陽光パネルの設置（※）
外皮負荷の削減（※）
・外壁への耐火集成材の採用
・アルゴンガス封入三層ガラス
木製サッシの採用

屋上に太陽光パネル、
太陽熱集熱装置の設置 （※）は、A,B,C棟共通実施事項

緑：建築的要素、青：設備的要素

EV・V2Hによる電力融通（※）

自然採光・自然換気
利用による負荷削減（※）

Ｐ２Ｇシステムによる
季節間電力・熱融通
→集合住宅へ国内初適用

水素製造・吸蔵時の
排熱回収利用

街区全体
街区の緑化 コンセプト「公園の中に住む」
周辺地域の避難場所提供・非常時BCP性能の向上

蓄電池による太陽光発電
余剰電力の有効活用（※）

展示室の設置
先端技術の普及活動

アーバンファーミングスペースの設置

ダクトレス熱交換換気（※）
自然風を取込みやすい
住戸レイアウト（※）
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